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公民連携の基本的な考え方

1

持続的・安定的な水道事業運営のため、利用者、水道サービス協会、

民間企業、他水道事業体、教育機関など多様な主体と連携多様な主体と連携多様な主体と連携多様な主体と連携し、水道事業

の課題解決に取り組んでいく。

水－４ 別紙２水－４ 別紙２水－４ 別紙２水－４ 別紙２

多様な主体との連携

課題 公民連携を活かす方策課題 公民連携を活かす方策課題 公民連携を活かす方策課題 公民連携を活かす方策

●人的資源の確保 （１）安定的な経営のために●人的資源の確保 （１）安定的な経営のために●人的資源の確保 （１）安定的な経営のために●人的資源の確保 （１）安定的な経営のために

・業務の効率化

・技術力確保・向上

●危機管理体制の●危機管理体制の●危機管理体制の●危機管理体制の

強化強化強化強化

（２）災害対応力の（２）災害対応力の（２）災害対応力の（２）災害対応力の

向上のために向上のために向上のために向上のために

●市民との連携の●市民との連携の●市民との連携の●市民との連携の

促進促進促進促進

（３）水道利用者の（３）水道利用者の（３）水道利用者の（３）水道利用者の

信頼とサービス信頼とサービス信頼とサービス信頼とサービス

の向上のためにの向上のためにの向上のためにの向上のために

●他水道事業体の●他水道事業体の●他水道事業体の●他水道事業体の

持続の確保持続の確保持続の確保持続の確保

（４）道内水道事業体との（４）道内水道事業体との（４）道内水道事業体との（４）道内水道事業体との

連携のために連携のために連携のために連携のために

（５）国際貢献の推進の（５）国際貢献の推進の（５）国際貢献の推進の（５）国際貢献の推進の

ためにためにためにために

多
様
な
主
体
と
の
連
携

●札幌市水道局

のみでは課題に

対応していくこと

が困難になる。

●道内他水道事

業体での人材・技

術の不足が深刻

となる。
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（１）安定的な経営のために

○技術継承の推進→民間企業などとの研修研修研修研修のののの充実充実充実充実

○業務委託の推進→継続継続継続継続・・・・拡大拡大拡大拡大

○効果的な運営手法の導入 →PFIPFIPFIPFIをををを含含含含むむむむ手法手法手法手法のののの検討検討検討検討

○産・学・官による技術開発の推進

→共同研究共同研究共同研究共同研究のののの継続継続継続継続、、、、民間企業民間企業民間企業民間企業とのとのとのとの技術協力推進技術協力推進技術協力推進技術協力推進

（２）災害対応力の向上のために

○災害訓練の実施

→ → → → 町内会・自治会との訓練訓練訓練訓練、、、、緊急貯水槽見学会緊急貯水槽見学会緊急貯水槽見学会緊急貯水槽見学会のののの充実充実充実充実

→ → → → 他水道事業体や日本水道協会などとの災害訓練災害訓練災害訓練災害訓練のののの拡充拡充拡充拡充

○災害への備え

→水道サービス協会や札幌市管工事業協同組合との災害時災害時災害時災害時のののの協力体制協力体制協力体制協力体制のののの

充実充実充実充実にににに向向向向けたけたけたけた検討検討検討検討

→家庭などにおける飲料水備蓄に関する情報発信情報発信情報発信情報発信のののの推進推進推進推進 3

緊急貯水槽の見学会緊急貯水槽の見学会緊急貯水槽の見学会緊急貯水槽の見学会

給水装置検査業務給水装置検査業務給水装置検査業務給水装置検査業務

（３）水道利用者の信頼とサービスの向上のために

○札幌水道の取り組みや水道水の

おいしさ、水源保全について共感が得られる

ような広報・広聴活動

→→→→街頭イベントの積極的開催など

対話型対話型対話型対話型コミュニケーションのコミュニケーションのコミュニケーションのコミュニケーションの充実充実充実充実

4
浄水場見学ツアー浄水場見学ツアー浄水場見学ツアー浄水場見学ツアー 水道モニターワークショップ水道モニターワークショップ水道モニターワークショップ水道モニターワークショップ
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広域化に関する国や市の考え方

＜＜＜＜新水道新水道新水道新水道ビジョンビジョンビジョンビジョン＞＞＞＞

●事業統合にとらわれない多様な形態の広域連携として「「「「発展的広域化発展的広域化発展的広域化発展的広域化」」」」を掲げる

人材・施設・経営の各分野において、既存の枠組にとらわれない発展的な連携

例）施設の維持管理や研修の共同化

＜＜＜＜札幌市札幌市札幌市札幌市まちづくりまちづくりまちづくりまちづくり戦略戦略戦略戦略ビジョンビジョンビジョンビジョン＞＞＞＞

「北海道と共に発展する札幌」

●道内の市町村とも連携しながら、北海道全体の活性化に向けた

役割を今まで以上に積極的に果たしていく。
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（４）道内水道事業体との連携のために

●道内水道事業体における課題

 退職者の増加による職員数の減少

 職員の高齢化

人材不足

 給水量の減少

 経年劣化に伴う施設更新

財政悪化

 技術職員の高齢化

 ノウハウの蓄積が進みにくい

技術継承
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（４）道内水道事業体との連携のために

9つの近隣水道事業体、4つの中核水道事業体へのヒアリング調査

道内96水道事業体へのアンケート調査

ヒアリングを実施した水道事業体と合同研究会を開催、広域化について

の意見交換
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横浜市水道局
横浜ウォーター㈱

宮城県

山元町

連携連携連携連携

名古屋市

上下水道局

名古屋市上下水道

総合サービス㈱

連携連携連携連携

三重県

桑名市、東員町

大阪市水道局

㈱大阪水道総合

サービス

連携連携連携連携

神戸市

上下水道事業経営上下水道事業経営上下水道事業経営上下水道事業経営

アドバイザリー業務アドバイザリー業務アドバイザリー業務アドバイザリー業務

水道事業基本計画策定業務水道事業基本計画策定業務水道事業基本計画策定業務水道事業基本計画策定業務

水道メータの検針業務水道メータの検針業務水道メータの検針業務水道メータの検針業務

（４）道内水道事業体との連携のために

水道サービス協会との連携による発展的広域化

○蓄積された技術力、公共性を活かし、他水道事業体のニーズに応える。

また、地元の民間企業との連携も視野に入れる。

●他水道事業体の事例

（５）国際貢献の推進のために

○JICAを通じた国際技術協力（研修生受入）

→相手国のニーズに応じた研修内容の継続的改善

○モンゴル国ウランバートル市との技術協力（提案中）
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漏水探査実習漏水探査実習漏水探査実習漏水探査実習 ウランバートル市での打ち合わせウランバートル市での打ち合わせウランバートル市での打ち合わせウランバートル市での打ち合わせ
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まとめ

民間企業民間企業民間企業民間企業などとのなどとのなどとのなどとの研修研修研修研修のののの充実充実充実充実

教育機関教育機関教育機関教育機関とのとのとのとの共同研究共同研究共同研究共同研究のののの継続継続継続継続、、、、民間企業民間企業民間企業民間企業とのとのとのとの技術協力推進技術協力推進技術協力推進技術協力推進

町内会町内会町内会町内会・・・・自治会自治会自治会自治会とのとのとのとの訓練訓練訓練訓練、、、、緊急貯水槽見学会緊急貯水槽見学会緊急貯水槽見学会緊急貯水槽見学会のののの充実充実充実充実

他水道事業体他水道事業体他水道事業体他水道事業体やややや日本水道協会日本水道協会日本水道協会日本水道協会などとのなどとのなどとのなどとの災害訓練災害訓練災害訓練災害訓練のののの充実充実充実充実

水道水水道水水道水水道水のおいしさについてイベントなどでののおいしさについてイベントなどでののおいしさについてイベントなどでののおいしさについてイベントなどでの広報広報広報広報・・・・広聴活動広聴活動広聴活動広聴活動

街頭街頭街頭街頭イベントによるイベントによるイベントによるイベントによる対話型対話型対話型対話型コミュニケーションのコミュニケーションのコミュニケーションのコミュニケーションの充実充実充実充実

水道水道水道水道サービスサービスサービスサービス協会協会協会協会とのとのとのとの連携連携連携連携によるによるによるによる発展的広域化発展的広域化発展的広域化発展的広域化

JICAJICAJICAJICAをををを通通通通じたじたじたじた国際技術協力国際技術協力国際技術協力国際技術協力のののの充実充実充実充実

モンゴルモンゴルモンゴルモンゴル国国国国ウランバートルウランバートルウランバートルウランバートル市市市市とのとのとのとの技術協力技術協力技術協力技術協力のののの提案提案提案提案
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（２）災害対応力の向上（２）災害対応力の向上（２）災害対応力の向上（２）災害対応力の向上

（３）水道利用者の（３）水道利用者の（３）水道利用者の（３）水道利用者の

信頼とサービスの向上信頼とサービスの向上信頼とサービスの向上信頼とサービスの向上

（１）安定的な経営（１）安定的な経営（１）安定的な経営（１）安定的な経営

（４）道内水道事業体との（４）道内水道事業体との（４）道内水道事業体との（４）道内水道事業体との

連携連携連携連携

●札幌水道の維持のために札幌水道の維持のために札幌水道の維持のために札幌水道の維持のために

●他水道事業体の維持のために他水道事業体の維持のために他水道事業体の維持のために他水道事業体の維持のために

（５）国際貢献の推進（５）国際貢献の推進（５）国際貢献の推進（５）国際貢献の推進

多様な主体との連携の概念図

○連携を進める上での原則○連携を進める上での原則○連携を進める上での原則○連携を進める上での原則

札幌水道に関係する主体が相互にメリットのあるWin-Win （ウィン・ウィン）

の関係を築き、効果的、効率的にそれぞれの役割を果たしていく。 10


